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昭和45年 3月 1日

ーー…人口の動きーー…1

1月末現在 前月比

人口 56.805 十 91

1男 27叩+33 
I 

女 29‘462. + 58 
世帯数 14.013 + 32 
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出
る
時火

‘可tkr

約 100戸の小路口アパートを火災から

守ってくれるたのもしい 5人の少年たち

にはげましの言葉をおくりましよう。
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昭粕33年 4月22日第三種郵便物認可 毎月 3回 1日・10日・20日発行定価 1部 5円

の

用
寝
る
時

下なんのなんの

これしきの寒さ」とリーダーが元気をつ

ける。

，cp 

春
の
火
災
予
防
運
動
展
開

i 小路口アパートにて i 

リーダーオーイグみんな集れ……と、

2
月
お
日
よ
り

3
月
日
日
ま
で

ほこらしげに拍子木を

「力チ力チ」とならしながら 5人がそろ

う、さあ、始めよう……。今夜は少し寒

が呼びかける。

いなーと、 '誰かが言う、
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しも

草山

積

よ

し、

よ

国

-つ

て

し、

政

ごム
，ロ

来
る
三
月
十
五
日
に
執
行
さ
れ
る
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
は
本
県
(
地
方
区
ゾ
選
出
議
員
定
数

に
四
分
の
一
以
上
の
欠
員
を
生
じ
た
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

参
議
院
議
員
の
任
期
は
通
常
比
六
年
で
す
が
、
補
欠
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
の
任
期
は
前
任
者

の
残
任
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
議
院
と
い
う
の
は
良
識
の
府
と
し
て
冷
静
な
判
断
に
よ
っ
て
衆
議
院
の
行
き
過
ぎ
を
抑
制
し
、

あ
る
い
は
、
そ
の
過
熱
状
態
を
和
ら
げ
て
反
省
の
機
会
を
作
り
、

堅
実
な
方
向
に
国
策
の
慎
重
な

審
議
を
行
な
い
議
会
政
治
の
健
全
な
発
達
を
期
す
る
場
で
あ
り
ま
す
。

J 

昨年12月衆議員選挙開票から

し
た
が
っ
て
、
私
達
は
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
立
会
演
説
会
や
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
政
見
放
送
あ
る
い
は

選
挙
公
報
で
乙
の
人
な
ら
ば
と
思

わ
れ
る
人
を
よ
く
見
よ
く
聞
き
よ

く
考
え
て
自
か
ら
の
判
断
で
立
派

な
人
を
参
議
院
議
員
に
選
び
ま
し

ょ
う
。投

票
所
入
場
券
お
よ
び
選
挙
公

報
は
、
三
月
八
日
頃
ま
で
に
皆
さ

ま
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
町
務
連

絡
員
を
経
由
し
て
配
布
す
る
予
定

で
す
が
、
も
し
も
そ
の
頃
ま
で
に

入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
関
係

出
張
所
に
問
合
せ
て
く
だ
主
い
。

こ
ん
ど
の
参
議
院
長
崎
県
選
出

議
員
補
欠
選
挙
の
開
票
は
、
大
村

， ， 
主

坊
や
背
に
母
は
一
票
山
越
句
史
て

市
役
所
大
会
議
室
で
行
な
い
ま
す

時
間
は
、
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
で
す
。

三
月
十
五
日
の
投
票
日
に
は
、

午
前
七
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す
。
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団
7時18分"-'7時35分
19時30分"-'19時50分

12時30分-12時50分

立
会
演
説
会

三
月
十
一
日
〈
水
)

午
後
七
時
か
ら

大
村
市
民
会
舘
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学
校

(小学校)建

築

急
ピ
ッ
チ

萱
瀬
、

中
央
、

三
城

萱
瀬
小
学
校

一
番
古
い
建
物
で
明
治
三
十
四

年
当
時
の
も
の
の
ほ
か
大
正
十
三

年
、
昭
和
二
十
四
年
ハ
旧
軍
の
兵

舎
を
建
て
替
え
)
と
全
建
物
面
積

市政だよりt3) 

ぐ建設中の萱瀬小学校

の
約
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
危
険
建

物
と
な
っ
て
お
り
改
築
を
急
が
れ

て
い
た
も
の
で
す
。

今
度
の
改
築
に
よ
り
約
八
十
パ

ー
セ
ン
ト
が
健
全
建
物
と
な
り
ま

す。
改
築
事
業
の
内
訳
は
次
の
と
お

り
で
す
。

普
通
教
室
六
教
室
、
理
科
教
室

一
教
室
、
音
楽
教
室
一
教
室
(
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
七
百
四
十
平

方
メ
ー
ト
ル
)
、
便
所
(
鉄
骨
造

五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)
、
計
七
百

九
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

総
事
業
費
を
二
千
四
百
十
四
万

五
千
円
の
予
定
で
施
工
し
て
い
る

も
の
で
す
。

工
事
期
間
と
し
て
着
工
を
昨
年

十
二
月
十
五
日
、
竣
工
本
年
六
月

三
十
日
の
予
定
で
す
。

一
城
小
学
校

戦
時
中
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

(
昭
和
十
九
年
)
そ
の
約
六
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
が
危
険
建
物
と
な
り

ま
し
た
の
で
改
築
を
急
が
れ
て
い

た
も
の
で
す
。

改
築
事
業
の
内
訳
は
次
の
と
お

り
で
す
。

普
通
教
室
六
教
室
、
図
書
室
一

室
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
七
百

四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)
、
便
所
(
鉄

骨
造
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)
、
計

七
百
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

総
事
業
費
を
二
千
三
百
三
十
三

万
円
で
施
行
し
て
い
る
も
の
で

す。中
央
小
学
校

児
童
数
の
増
加
に
よ
り
普
通
教

室
、
特
別
教
室
が
不
足
し
て
い
ま

し
た
の
で
増
築
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。増

築
事
業
の
内
訳
は
次
の
と
お

り
で
す
。

普
通
教
室
四
教
室
、
図
画
美
術

教
室
一
教
室
、
家
庭
科
教
室
一
教

室
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
五
七

七
平
方
メ
ー
ト
ル
)
で
す
。

総
事
業
費
を
一
平
七
百
二
万
二

干
円
で
施
行
し
て
い
る
も
の
で

す。水
道
工
事
庖
の
指
定
を

取
消次

の
会
社
は
今
後
市
の
水
道
工

事
を
す
る
乙
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。会
社
所
在
地

会
社
名

大
村
市
三
城
町
一

八
の
三

太
村
給
水
設
備
工
業
所

円司令

/ 
k 

福

重

青

年

団

附

グ
ル
ー
プ
活
動
が
盛
ん
で
、
ハ
研
修
旅
行
を
始
め
、
相
撲
や
卓

ワ
イ
ア
シ
を
始
め
ダ
ン
ス
、
農
事
球
大
会
な
ど
の
ほ
か
、
団
員
の
教

生
活
な
ど
趣
味
や
職
業
の
同
志
が
養
、
知
識
の
向
上
の
た
め
の
学
習

集
ま
り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
は
、
教
養
部
が
主
体
と
な
っ
て
、

特
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
は
、
昨
年
ま
親
子
関
係
、
ダ
ン
ス
、
生
活
知
識

で
文
化
祭
連
続
出
場
を
飾
っ
て
い
の
講
座
を
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
の
つ
な
が
昨
年
は
、
県
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

り
は
密
接
で
、
秋
の
運
動
会
や
敬
大
会
に
出
場
し
平
戸
市
チ
l
ム
と

老
会
に
は
進
ん
で
奉
仕
し
、
昨
年
熱
戦
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。

の
国
体
時
に
は
、
地
区
の
花
い
つ
団
員
六
二
名
(
女
二

O
名
)

ば
い
運
動
な
ど
に
協
力
し
て
、
大
団
長
松
本
豊

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
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市
民
税
の
申
告
は

3
月
間
山
固
ま
で

市政だより

3
月
9
日

3
月
9
白

3
月
刊
日
、
日
目
、

四
日
、
日
目
、
四
日

西
大
村
地
区

3
月
四
日
、
日
目

ロ
日
、

-m目、

H
目
、
四
日

3
月
比
日

3
月
四
日
、

H
日、

四
日
ー

萱
瀬
地
区

竹
松
地
区

指 ボ
導 i
者イ
講ス
習力
会ウ

ト

〆

企
期
日
J

三
月
二

O
日
(
金
)

J

三
月
二
十
二
日
〈
日
ゾ

企
場

所

県

立
研
修
所
(
大
村
公

園
内
)

企
資
格

十
八
才
以
上
の
男
子
。

A
受
講

料

一

、

0
0
0円

A
申
し
込
み
は
市
社
会
教
育
課
へ

な
お
詳
し
い
乙
と
は
、
市
社
会

教
育
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

三
月
の
妊
婦
お
よ
び
、

乳
幼
児
検
診

実施場所 実施月 日 時 間

萱瀬出張所 3月6日 9 30~11.00 

三浦 診療所 3月9日 9.30-11.0。
鈴 田出張所 3月10日 9.30-11.0。
竹松出張所 3月13日 9.30"'15.0。
福重出張所 3月17日 9.30-11.0。
松原公民館 3月18日13.30"'15.0。

諸
車
交
通
止

一
般
県
道
嬉
野
大
村
線
大
切
間

橋
架
換
工
事
の
た
め
、
つ
ぎ
の
と

お
り
諸
車
交
通
止
め
を
し
ま
す
。

V
区

間

四

の
郷
字
三
カ
月
溜
池

か
ら
犬
切
閉
ま
で

V
期
間
二
月
十
五
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で

農
薬
の
使
用
制
限

次
の
農
薬
は
食
品
衛
生
上
の
見
，

地
か
ら
、

♂使
用
を
制
限
さ
れ
ま
す
'

の
で
、
農
薬
残
留
の
安
全
基
準
に

基
づ
い
て
使
用
し
で
く
だ
さ
い
。
U

(農
薬
名
d
D
D
T
、
B
H
C
、
-

パ
ラ
チ
オ
ン
、
ア
ル
ド
リ
ン
、
デ

イ
ル
ド
リ
ン
、
エ
ン
ド
リ
ン
、
ひ

素
お
よ
び
鉛

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
関
係

機
関
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

種

痘

の

予

防

接

種

一

久

原

住

宅

団

地

V
市
内
一
の
郷
二
五
九
小
川
大

基
さ
ん
は
亡
妻
タ
ミ
さ
ん
の
忌
明

V
該
当
者
生
後

2
カ
月
か
ら
臼

入

居

者

2
月
お
日
よ
り

'
d

'
け
に
あ
た
り
社
会
福
祉
事
業
費
に

カ
月
の
者

、
ま
た
は
、
ま
だ
勺
回

募

集

中

と

寄
付
さ
れ
ま
し

ι。

も
接
種
が
す
ん
で
い
な
い
者

'

噛

V
禁
忌
者

①
い
ち
じ
る
し
い
栄

O
第
一

種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

春

の

火

災

予

'防

週

間

中

'

養
障
害
者
、
ま
ん
え
ん
性
の
ひ
ふ

一

λ
戸

家

賃

五

千

円

(

予

定

)

サ

イ

レ

ン

を

吹

鳴

病
患
者
、
有
熱
患
者
。

O
第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

O
三
月
七
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま

②
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与

十
三
戸
家
賃
四
千
三
百
円
(
予
で
、

毎
日
午
後
八
時
に
一
分
間

‘

後
三

週

間

を

経

過

し

て

い

な

い

者

定

)

吹

鳴

し

、

な

お

七

日

午

前

八

時

・

0
第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

に
は
訓
練
召
集
サ
イ
レ
ン
と
し

時
二
十
八
戸
家
賃
三
千
八
百
円
て
、
十
五
秒
六
秒
休
み
十
五
秒

ト

一

(

予

定

)

吹

鳴

し

ま

す

。

引

V
敷

金

家

賃
の

三

カ

月

分

叫

li--ill----EE---ili--J

~

。

ロ

ハ

今

。

一

円

，v
公
募
期
間
二
月
二
十
五
日
か
-一

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

も
ち
三
月
七
日
ま
で

一

選

手

募

集

中

一

ザ

V
申
込
場
所

市

民

課
ま
た
は
各

-一
締

切

日

年

3
月
四

日

一

ま
~
出
張
所

凱

-

一
詳
細
は
競
走
会
へ

印
刷

V
抽
せ
ん
日
三
月
十
一
日
午
前

一

‘

電
話

二

七

一

七

-

※

九
時
か
ら
市
役
所
玄
関
ホ
l
ル

fl---il
--
-
i
z
-
-
-
i
!
=
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3月の日曜当番医

月日|所在地 |科 目 i医院名 |電話

3月 '1¥児科目JII.小児 4000 
1 外 科中島医院 3875

内 科長崎医 院 8615
本 整形外科貞秘整形 2602

8 三域 内 科琴尾医 障院 2056 

1玖桂島哩制町場し府産柊向内 科科科 松原尾医医 院 i講Iμ2484823120207 21 i 1 荒 瀬 沢 田 院 3
15裏袋 婦 人科後藤医医院 7 

乾馬 形 外科松永 整、形 。
内 幸ヰ
皮ふ科 佐伯 医院 433

22乾 馬部場 内科 松永医院 294。31 
原 口 郷 内、整形外科 橋 口 医院 8739.
春日町 眼内、産婦人科科 中村医 院 27331 
東本町 楠 木医医院 271 

29東三城町 内科 岡院 3000
ーの 郷 外 科 渡 辺医 院 8546 

種痘予防接種実施日程表

施 場 所 接種目|検診日

萱竹松瀬本町出公張民所舘 I 3/16 I 3/23 
鈴診療田所出張、市所立、病ニ浦院 I 3/I7 I 3/24 
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